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お申し込みは農業委員会事務局まで

　農業委員会では、遊休農地の解消、違反転用の発
生防止と早期発見のため、すべての農地を対象として
農地パトロール（利用状況調査）を実施します。
　農業委員・推進員が各地区を巡回し、お話を伺うこ
ともありますので、皆さんのご協力をお願いします。

　農地の売買・贈与・貸借等には、農業委員会の許可が必要です。また、農地転用許可は、転用（農地を

農地以外のものにすること）する農地の面積が２ｈａを超える場合は秋田県が許可権限を有し、２ｈａ以下

の場合は大館市が許可権限を有しています。

　申請や相談の窓口は農業委員会です。申請内容によっては許可できない場合もありますので、事前に

ご相談ください。また、荒廃した農地の相談にも応じていますので、お気軽にご相談ください。   
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地
域
農
業
を
守
る
た
め
に

大
館
市
農
業
委
員
会

会
長

　糸

　屋

　由
衛
門

　皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
時
代
は
平
成
か
ら
令
和
に
移
り
変
わ
り
、
新
た
な
時

代
の
農
業
委
員
会
と
し
て
、
自
ら
行
動
す
る
組
織
と
な
る
べ
く
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　耕
作
者
の
高
齢
化
や
病
気
の
た
め
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者
が

増
え
る
中
、
地
域
の
農
地
を
守
る
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
起
因
と
し
て
遊
休
農
地

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
農
業
委
員
会
で
は
お
お
む

ね
10
年
後
の
農
地
利
用
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
、
こ
の
調
査
の
結
果
を
分
析
し
た

上
で
、
地
域
で
の
話
し
合
い
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　地
域
で
の
話
し
合
い
で
は
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
農
業
者
や
、
当
該
地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来

の
在
り
方
を
明
確
化
し
て
、
地
域
の
農
地
利
用
の
設
計
図
で
あ

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
に
つ
な
げ
、
こ
の
プ
ラ
ン

を
核
と
し
て
、
地
域
農
業
を
担
う
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
体

制
を
整
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　大
館
市
農
業
委
員
会
で
は
、
以
上
の
取
り
組
み
の
第
一
段
階

と
し
て
、
今
月
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

調
査
用
紙
が
届
い
た
際
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　この調査は、大館市が作成している地域農業の振興に必要となる「人・農地プラン」を実

質化（地域農業の将来の在りかたを明確化すること）するとともに、「農地中間管理事業」等

による農地の利用集積・集約化を促進することを目的としており、集落・地域が抱える人と

農地の問題を解決するための参考資料とするものです。皆様からいただいた生の声を地域農

業に反映させるための重要な調査になりますので、ご理解ご協力をお願いします。

　調査対象は、大館市内で10ａ以上の農地を耕作（自己保全を含む）

している約5,400世帯です。

　調査方法は、対象世帯にアンケート調査用紙と返信用封筒を

郵送しますので、ご家族の皆さんで相談し、回答期限までに

返信用封筒にて投函願います。なお、地域によっては、地

域の農業委員や農地利用最適化推進委員がアンケート調査

用紙を配布・回収します。

　アンケート調査用紙は準備が整い次第、順次発送します

が、分からないことや不明な点がありましたら、地域の農

業委員や農地利用最適化推進委員、大館市農業委員会事務

局まで、お気軽にお問い合わせください。

　なお、このアンケート調査で知り得た個人情報は、「人・農地プラン」や「農地中間管理事業」

の公的な関連業務にのみ利用するもので、目的外利用や第三者への提供は行いません。

　大館市農業委員会では、毎月１回総会を開催しています。農地の売買、貸し借り、転用等をしよう
とする方は、受付締切日までに農業委員会に申請書を提出してください。
　令和元年９月から令和２年７月までの農業委員会総会の開催予定は、次のとおりです。

農地の利用意向調査を実施します

総会開催・申請受付日程

・ ・ ・ 地域農業の将来に関して、皆さんのお考えをお聞かせ願います ・ ・ ・

〇　経営状況について
〇　耕作（自己保全を含む）している農地の状況について
〇　耕作（自己保全を含む）している農地の管理意向・貸付希望について
〇　地域農業の現状について
〇　地域農業の将来について

～主なアンケートの内容～

よろしく
お願いしワンす

総会開催予定日

令和元年９月13日(金)

10月16日(水)

11月15日(金)

12月10日(火)

令和２年１月16日(木)

２月13日(木)

３月13日(金)

４月15日(水)

５月15日(金)

６月11日(木)

７月14日(火)

８月26日(月)

９月25日(水)

10月25日(金)

１月24日(金)

２月25日(火)

３月25日(水)

５月25日(月)

６月25日(木)

９月６日(金)

10月４日(金)

11月６日(水)

12月３日(火)

１月９日(木)

２月４日(火)

３月５日(木)

４月７日(火)

５月８日(金)

６月３日(水)

７月３日(金)

転用申請届出受付締切日 各種申請届出受付締切日
（転用以外） 転用等現地調査日

※総会開催日は変更になる場合があります。

８月30日(金)

９月30日(月)

10月30日(水)

11月20日(水)　　　　　　

12月24日(火)　　　　　　

１月30日(木)

２月28日(金)

３月30日(月)

４月20日(月)　　　　　　

５月29日(金)

６月30日(火)
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